


意志あるお金、募金のチカラ。 

ひとりひとりの小さなお金。そのお金には「誰かの助けになりたい」 
という気持ちがこもって十人、百人、千人と集まれば大きな力に 
変わります。赤い羽根は、小さなことをしています。 
小さな活動をたくさん、何十年と続けています。 
つまり、赤い羽根は大きなことをしています。 

■助成額を決めてから募金（寄付）を集める仕組みです。

共同募金は、地域ごとの使い道や集める額を事前に定めて、募金を集める仕組みです。 

これを「計画募金」と呼び、「推進計画」を明確にすることにより、市民の理解と協力を得やすくしています。 

また「推進計画」を基に、1 世帯当たりの目安額などを定めて募金を呼びかけています。 

■共同募金のフィールドは「地域」です。

共同募金会は、みなさまの身近にある福祉の課題を解決するために、 

各市町村に共同募金窓口を置き、寄付金募集と助成を行っています。 

令和４年度の群馬県の助成総額約 2 億５，８００万円のうち、 

約 1 億９，０００万円は市町村の身近な福祉のために助成し、 

約 ６，８００万円は県域の福祉のために助成しました。 

令和５年度 

共同募金運動ご協力のお願い 

共同募金について、ご理解を深めていただくための資料です。 

県域 市町村

市町村

■災害時にも地域の福祉を支えます。

大規模災害に備えて、寄付金の一部を準備金として積み立てています。（積立限度は寄付額の３％で 

３ヵ年）被災地の住民を支援するボランティア活動、ボランティアセンター運営には欠かせない資金となって 

います。令和２年７月豪雨災害では、全国の共同募金会から約７千万円余の準備金が拠出されました。 

助成額の約 70%超は市町村へ 
（市町村ごとに割合は異なります）



県内全域で集められた募金は、まず群馬県共同募金会に集められた後、地域配分として太田市共同募金委員

会へ配分されます。地域を良くするために市内のＮＰＯ法人や福祉団体、保育機関などで役立てられます。 

 

※地域配分とは 

各市町村委員会が策定する共同募金推進計画に基づき、その地域の福祉の充実を目的とした事業に対し、各

委員会が配分を行うことです。 

 

 

太田朗読奉仕会（備品整備 パソコン購入） 
 

太田朗読奉仕会は、市内の目の不自由な方のために、

「広報おおた」を朗読したCDを作成しています。パソコ

ンの配分を受けたことで録音体制が改善され、より効

率的に作業が出来るようになりました。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

他にも、こんなことに使われています。 

  ■木崎児童館学童クラブ 

   （備品整備 屋外用テーブルセット） 

  ■にしのもりこども園 

   （備品整備 遊具） 

令和５年度一般募金目標額 
 

 

 

 

 

 

 

２２，３２０，１００円 
（地域配分 11,160,050円） 

 

 地域配分計画 

区 分 件数 配分額（円） 

（１）備品整備配分 ６ 1,800,000 

（２）事業経費配分 ４ 800,000 

（３）運営費配分 ４ 120,000 

（４）赤い羽根文庫購入配分 ６ 900,000 

（５）社会福祉協議会配分 ４ 5,413,000 

（６）その他 1 2,127,050 

合 計 11,160,050 

 太田市の共同募金は、上記推進計画を目標に募金活動を 

展開します。 

 

～共同募金Ｑ＆A～ 
Q .なぜ、共同募金が必要なのですか？  

A. 急速に少子・高齢化が進行するなかで、住民の社会福祉に対する意識

も変化してきています。NPO 法人やボランティア団体の活動にみられるよ

うに、多くの人々が単に公的な社会福祉制度の充実を求めるだけでなく、

住民みずからが主体的に社会福祉課題に取り組む試みが増えており、民間

社会福祉活動が活発になっています。 
このような状況のなか、共同募金運動では「自分の町をよくするしく

み。」をテーマに住民相互の助け合いを財政面から支援し、地域福祉の発

展と充実を推進する役割を担っています。 

太田市共同募金委員会 

〒373-0817 太田市飯塚町１５４９ 太田市福祉会館内 TEL：０２７６－４６－６２０８ 

 

共同募金のつかいみち 

 


